
 

 

 

 

 

札幌市の交通安全 http://www.city.sapporo.jp/kotsuanzen/ 

            

 

  

 

 

 

     

  

 

  

 

 

関係機関と協力して、自転車通行ルールや飲酒運転根絶等の旗の掲出、チラシやうち

わ、ティッシュ等の啓発グッズの配布を行い、交通安全を呼びかけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市内における飲酒運転による逮捕事案の発生が、緊急対策実施基準に達したことから 

平成 30 年 7 月 30 日(月)北海道知事から「飲酒運転根絶緊急対策」の実施が発表されました。 

 

○飲酒運転による逮捕事案の発生状況○ 

・7 月 25 日 札幌市南区  21 歳 男 逮捕 

・7 月 25 日 札幌市中央区 25 歳 男 逮捕 

・7 月 26 日 札幌市北区  46 歳 男 逮捕 

・7 月 27 日 札幌市白石区 56 歳 男 逮捕 

※緊急対策実施基準 飲酒運転逮捕事案 3 日間で 4 件以上 

 

対策期間 平成 30 年 7 月 30 日(月)～8 月５日(日) 

本年の札幌市における飲酒運転根絶緊急対策は前回（7 月 2 日(月)～7 月 8 日(日)）に続く３回目！！  

 

 

 

7 月 27 日、30 日 

 

飲酒運転根絶 

ビアガーデン啓発 

（大通７、８丁目） 

7 月 20 日 

8 月  3 日 

 

自転車安全日 

街頭啓発 

（狸小路・北大通×駅

前通交差点付近） 

7 月 25 日 

 

自転車通行ルール 

啓発 

（石山通 矢羽根型 

路面新設箇所） 

8 月 10 日 

 

「道の日」における

自転車走行ルール 

啓発 

（四番街交差点） 

＜主な対策実施内容＞ 

 

北海道、札幌市を始めとする関係機関・

団体が中心となり、飲酒運転根絶に向け

た広報・啓発、街頭指導活動を実施 

北海道警察では飲酒運転取り締まり活動

を強化 

http://www.slowly.or.jp/files/libs/614/201706071316294732.jpg


 
２時間に１回以上は休憩をとって心身ともにリフ

レッシュしましょう。運転中は視線を一点に固定せ

ず、スピードメーターのチェックやサイドミラーで

の後方確認など、意識的に視線を動かし脳に刺激を

与えましょう。 

 

○横断する歩行者に注意 

○走り慣れた道ほど要注意 

○運転前は体調を整える 

○長時間の運転は避ける 

 

 

 
 

スピードの出し過ぎは視野が狭まり、カーブで曲が

りきれず止まりづらくなり大変危険です！ 

運転席や助手席はもちろん、後ろの座席もシートベ

ルトを必ず着用し、衝撃から身を守りましょう。 

 

 

○渡る前に左右をよく見る 

○道路の中央で左をまた見る 

○遠回りでも横断歩道を利用 

○明るい服装や反射材の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜平成 30 年使用交通安全年間スローガン 警察庁長官賞＞ 

外に出かける機会が増え、交通事故が多発する時期です。 

子どもが公園や路地などから飛び出したり、子どもたちの 

自転車が事故にあいやすいので、生活道路などを走行するときは注意しましょう。 

また、レジャー目的でツーリングしている二輪車・自転車と遭遇する機会が増えま

す。ドライバーも暑さによる疲労から集中力が途切れてうっかりミスをしたり、最悪の

場合は居眠運転の危険も懸念されます。 

「まさかこんな場所に、こんな時間に歩行者・自転車はいないだろう」と 

思いこまないで、常に危険を予測する意識で運転しましょう。 

交通事故にあわない、起こさないために！ 

日の入りが早くなります 

夜光反射材を 

活用しましょう 

反 射 材  自 分 を ア ピ ー ル  防 ぐ 事 故 

 


